
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

 事業実施報告書  

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】 

学校名【京都府立与謝の海支援学校】 

１実践テーマ 【 Ⅲ・Ⅴ 】  

２実施対象者 ・京都府立加悦谷高等学校 

・京都府立与謝の海支援学校小学部教員 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（） 

② 行事名（京都府立加悦谷高等学校との合同陸上練習） 

③ その他（教員向けのボッチャ大会） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（） 

② その他  （） 

４目 標  

（ねらい） 

（１）陸上競技の練習を通して、双方の交流を図るとともに、本校生

徒の競技力と意欲を高める。 

（２）障害者スポーツの普及を図る。 

５取組内容 （１） 時期・期間を設定して京都府立加悦谷高等学校陸上競技部と陸

上競技の合同練習をする。 

①  陸上部の普段の練習内容を合同で取り組むことで、陸上競技

に必要な基本的な身体の動かし方を習得する。 

② 専門的なトレーニング方法を学ぶ。 

（２）ボッチャを機会あるごとに実施する。 

      小学部の指導者にボッチャを経験してもらい、日頃の指導に活

かしてもらう。 

６主な成果 

 

【京都府立加悦谷高等学校との合同陸上練習】 

合同練習会では、普段とは違った環境や用具、練習内容を体験する

ことで、本校での練習に取り組む姿や意識が向上した。また、合同練

習に参加した生徒が、参加できなかった生徒に学んだことを伝える姿

もみられ、生徒同士の学び合いと教え合いにつながった。 

練習会では、京都府立加悦谷高等学校陸上競技部員が主体となり、

本校生徒に直接指導をしながら、お互いを知ろうと接し方などの工夫

をすることで、本校生徒の実態や障害への理解も進んだと考えられ

る。本校生徒にとっても、同年代の友だちからのアドバイスはスムー

ズに受け入れることができ、質問もしやすいようであった。また、身

体の使い方にぎこちなさがあった生徒も、同年代の友だちとの関わり

の中でリラックスしながら練習に取り組み、基本的な身体の動かし方

の向上がみられたことは成果であった。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

生徒同士の教え合い、学び合いに重点を置き、練習中はなるべく 

教員が間に入らず交流を行った。 

練習の様子を動画で撮影し、練習メニューの振り返りやフォーム 

の確認ができるようにした。 

【ボッチャ大会】 

 指導者のみでボッチャのトーナメント戦を行い、ボッチャのルール

や面白さを体験してもらい、日頃の遊びの指導や体育の授業の指導に

活かしてもらえるようにした。 

８主な課題等 【京都府立加悦谷高等学校との合同陸上練習】 

交流校との予定の兼ね合いもあり、陸上大会を見据えた種目別専門

練習を実施することができなかった。来年度は年度初めから交流校と

連絡を取り合い、種目別の専門練習も取り入れながら更なる技術の習

得をねらいたい。 

【ボッチャ大会】 

 ボッチャをより広めるための取組を引き続き行っていけるような

計画と、その取組を運営していけるような体制作りが必要である。 

 ９来年度以降

の実施予定 

 加悦谷高等学校陸上部の大会・練習日程との兼ね合いもあるため、

具体的な日程については未定だが、今年度と同様か、もしくは練習回

数を増やして実施したい。 

 

  



 


